
事業報告書（公開用）

歴史の道を歩く

香寺歴史研究会　　会長　高田　雅勝
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【実施団体の事業総括・感想】

【協働相手となった所管課の感想等】　　※実施団体は記入しないでください

令和６年度提案型協働事業 

事業名称

団体名・代表者

・開催日　令和6年10月26日（予備日－27日、11月2日）　参加者　65名（欠席6名）
・コース　南コース：香寺事務所～仁豊野駅　　　北コース：香寺事務所～溝口駅
・準備等　香寺事務所駐車場借受け、コースの地図、沿線文化財説明書、保険加入
・先導、説明、見守役の会員3名を配した4班に別れ歩いた。文化財の紹介等も実施

・4月～5月　　役員会で事業内容を「生野街道を歩く」に決定し総会で承認。
・6月～7月  　実施方法等の検討及び役員による試行を実施。
・8月～9月　　「広報ひめじ」、チラシの香寺町内全戸配布による募集。
　　　　　　　案内者（研究会会員）に対する説明会の実施。
・10月　　　　生野街道沿線地図及び文化財説明書の印刷完了
・10月26日　　事業を無事に終える。

・今年度は昨年の調査結果に基づき実際に生野街道を歩くという初めての試みであった。
・為に、準備に多くの時間を要した。また長い距離を歩くことから疲れによる体調不良者
　の心配をしたが、全員が無事に歩き終えたことは大変良かった。
・「広報ひめじ」、香寺町内全戸にチラシ配布で募集したが応募は少なかった。「生野街
　道」がそれほど知られていなかったことや往復はがきによる応募方法などが原因と推測
　された。また、地域の行事と重なったことも原因と考えられた。インターネット利用な
　どを検討すべきであった。
・それでも、改めて声掛けすることによって当初計画していた人数が集まったことは良
　かった。参加者からの感謝、毎年実施すべきといった意見を頂戴したことは意義深いこ
　とであった。

駅を拠点とし利便性の向上を図った企画で、多数の参加者があり、活動を通じて文化財の普及啓発に
つながった。

・多くの人に生野街道や沿線の文化財等について知って貰うことができた。
・香寺歴史研究会と船津町の歴史研究グループとの交流の場とすることができた。
・香寺町の歴史について認識を新たにしてもらうことができた。

・香寺町内には八徳山道や様々な峠道など歴史的な道があり、それらを踏破すること
　が考えられる。
・過去の協働事業では調査、報告書作成・公開が主な流れであったが、今後は調査
　結果に基づく現地報告会の開催などへと発展させることが考えられる。

協働の相手方

　令和5年度事業で調査した近世の道の中から生野街道を選び、公募した人々と共に歩く。多くの
人に今も残る生野街道を知って貰うとともに、沿線の文化財についても紹介する。


